
データシート 
 
業  種  海運（旅客） 
取組分野 社内情報伝達及びコミュニケーションの確保 
テーマ 情報伝達及びコミュニケーションの確保に関する取組み 
取 組 みの

狙い 
さらなるコミュニケーションを確保し、輸送の安全の確保に必要な情報を共

有する。 
久米商船(株)においては、経営トップ・安全統括管理者をはじめと

する経営管理部門が、輸送の安全の確保に必要な情報を共有するた

めに、海務会議などの会議体の活用に加えて、次の取組みにより、さ

らなるコミュニケーションを確保しています。 

具体的内

容 

１．「現場が一番大事」との理念により、昭和２５年会社創業以来、経営

幹部が本船の出入港時に必ず立ち会うこととしている。 
２．現在は、経営トップ、安全統括管理者及び運航管理者の３名（以

下、「経営トップ等」という。）が、１日４回の出入港に欠かさず立ち会

っている。 
３．その際、出入港時における乗下船及び荷役作業の開始前・終了

後においては、岸壁にある営業部事務所において、船長及び経営

トップ等がミーティングを行い、情報の伝達、現場意見の収集に努

めている。 
４．さらに、経営トップ等は、２ヵ月に１回の頻度で那覇から久米島の間

を乗船し、本船乗組員のみならず、現地職員と意見交換を行ってい

る。 
５．また、本船におけるコミュニケーションの改善を図るために、船内の

乗組員集会室を大規模に改装し、乗組員が一堂に会せる環境を整

え、その結果、乗組員の情報共有、意見交換が活性化している。 
当社は、創業以来５８年間、無事故を継続しています。 取 組 みの

効果  
久米商船(株) 事業者名 
（連絡先：海務部 電話：098-868-2686） 

 

 


